
ＣＡＰＥＤＩＳを支援してくださる皆さま方へ

冬の訪れと共に、もうすぐ新年を迎えようとしています。皆様にはいかがお過ごしでしょうか。

今年も世界中で災害や悲しい出来事がありましたが、先日テレビでアフガニスタンの平和を求め

る「はだしの行進」を続ける若者たちのニュースを見ました。

最初に行動を起こした 7人の若者たちに、行進するにつれて賛同する人が増え、協力の輪が広が

り、最初の目的を果たしながらもなお、傷だらけの足で続けるという・・感動しました。

エルピス会では、この夏、ローナル・ケンタ君、エミリオ・ガルバスさん、野原昭子さんの 3人

を迎え、また、皆さんにお会いすることも出来ました。ゆく先々で大きな愛を頂き、改めて感謝と

お礼を申し上げたいと思います。有難うございました！！

さて、海のない国でのお二人に、やはり一度は腹いっぱい“海”を体験させたい！と、福岡県宗

像市沖の大島へ一日遊びに連れて行きました。

フェリーで大島に着くまで、ローナル君は昭子さんと客室でしたが、エミリオさんはデッキに出

て海の色や周りの風景・・特に船の周りに立つ真白い波を食入る様に見つめていました。

大島に着いてからは、男性 4～5人がかりでローナル君を車椅子ごと砂浜まで抱えていき、その

後、浮き輪をつけて海の中にも入り、海水の塩っぱさや身体が浮きやすい事等を体験できました。

身体が少し冷えたら砂浜に上り、みんなに砂の中に入れてもらい、砂の暖かさを満喫したようで

す。（誰か悪戯でローナル君の上に砂のおっぱい迄作っていました（笑））

エミリオさんがたくさん写真を撮ったのでボリビアへの楽しい土産話となったことでしょう。

また、他の日には山口県下関市にある海の博物館（海響館）にも連れて行ってもらい、たくさん

の魚やイルカのショーなども見せてもらいました。忙しい合間の楽しいひと時を過ごせて、少しだ

け疲れも取れ、気分転換にもなったのではないでしょうか。

「聖マルティンの家」職員のエミリオ・バルガスさんはボリビアでは畑と動物たちの管理を任さ

れています。来日する時、必要なお金が少し足りず、豚一頭をエミリオさんが処理したということ

でした。すごいなーと感心しました。彼はあまり多くを語る人ではありませんが（もっとも言葉の

問題がありましたが）ローナル君のサポートをよくしてくれました。ローナル君は体重があるの

で、私は腰を痛めないかと心配していましたが、本当によく頑張ったと思います。

また、車椅子がオンボロで何度もあちこち故障する度、エミリオさんが修理しながらの旅でし

た。本当に頼れる方でした。でもやはり不自由な外国生活に疲れたと思います。

一番心を打たれたのは、いつもお祈りをしている姿です。頭が下がりました。

私はローナル君とエミリオさんに多くを学びエルピス会を頑張らねば！と思いました。来年もま

た、心新たに頑張るつもりです。よろしくお願いいたします。

皆様の幸せを祈りつつ感謝を込めて、この一年、有難うございました。

エルピス会 代表 俵 靖子

（追伸）ローナルくんの車椅子は、様々な方のご厚意で日本を発つ時には新しい電動車椅子に乗り

換えることが出来ました。またその他に頂いた車椅子を持って帰るには超過物でしたが、

「私が車椅子に乗るわ」と昭子さんが乗った車椅子をエミリオさんが押し、膝にはたっぷ

り荷物を抱えて帰りました。さすがのタクマシサ！ 脱帽です！

【ラジオ】日本 FEBC 放送局（AM ラジオ 1566kHz）
★放送予定日 2019 年 1 月 19 日（土）＆26 日（土）22：04～（27 分間）
★番組名「コーヒーブレイクインタビュー」インタビュア：吉崎恵子さん
★マスコミ嫌い（笑）な昭子さんがラジオインタビューを受けました。

お話が好評で、なんと前半＆後半二回に分けての放送です！お聞き逃しなく★

★インターネット放送も決定！ http://www.febcjp.com
※通常、放送日より１ヶ月のところ３ヵ月視聴可能！
※エルピス会のホームページからリンクを貼っております！

【聖母の騎士】2018 年 7 月号＆12 月号に掲載されました！

野原昭子さんより、支援してくださる皆さまへメッセージ

この 19 年間常に私の中心にある思い、夢。

それは、それぞれ違った障がいを持って生きなければならない1人1人であっても、与えられた命

には、必ず意味があるはず。使命があるはず。そしてそのために必ず違った才能を持っているは

ず。それを最大限に引き出すお手伝いをすること。

それには神様の存在が中心にあって初めて目が開け、見えないものが見えてきて前進できます。

2000 年前、本当の神様の愛を私たちに悟らせるためにイエス様が貧しい、汚い、臭い馬小屋でお

生まれになったことを、その場を想像したとき私たちのうちの誰がその方を偉大な方と想像するで

しょうか。きっと誰も、、、。

障がいを持って生まれた、あるいは病気や事故で今の状態におかれたとしても、その人のうちに

計画されている神様の技を誰が知ることができるでしょう。

この 19 年の歩みの中で、出会った多くの障がい者たちを通して、本当に驚くほどの多くの神様の

なさる不思議な技をみせつけられました。そう。想像もしない方法で。

2018 年もあと少しで終わろうとしています。

クリスマスの歌に、プレゼントのことに考えが埋もれるのではなく、神様の喜ばれる家、町、

国、そして世界でありますようにと祈りましょう。そうすればおのずとしなければならないことが

見えてくるでしょう。

最後になりましたが、皆様お一人おひとりが心に神様の光をともしておられることを感じていま

す。そのともしびがこれほど多くの奇跡を起こし続けていることに感謝しています。

FELIZ NAVIDAD 2019 年皆様方に神様の祝福を

聖マルティンの家 障がい者一同 野原昭子

http://www.febcjp.com

